
編集後記
平成1 0年度、1 1年度の編集委員になりました。

ところで私事になりますが、現在P Fで新しいビー
ムラインの立ち上げにたずさわっています。新し
いビームラインで初めて光を導入し放射光のとて
も強く明るい光が目に飛び込んできたときの感動
は忘れられません。このような感動を味わえるの
は現時点では限られた人だけですが、東大の高輝
度光源では大学の施設であるという利点をなるべ
く生かしてできるだけたくさんの学生とともにこ
の感動を共有したいと思っております。

小野　寛太（東大工）

小野寛太と新しいビームラインBL-1C
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第1 2回日本放射光学会年会の開催直前に同会場

でV UV・S X高輝度光源利用者懇談会総会を開く予

定です。共同利用の方針を主な議題として，活発

な議論により，ユーザーのご意見をうかがいたい

と思います。できるだけ大勢の方の参加をお願い

致します。

なお，本懇談会会員の同シンポジウム参加費は

3000円です。

― VUV・SX高輝度光源利用者懇談会総会の開催 ―

VUV・SX高輝度光源利用者懇談会会長

藤　森　　　淳（東京大学大学院理学系研究科）

記
VUV・SX高輝度光源利用者懇談会総会
日時：1999年１月７日（木), 15:00-16:30

場所：第12回日本放射光学会年会，
放射光科学合同シンポジウム会場
高エネルギー加速器研究機構
研究本館レクチャーホール

議題： １）報告(藤森会長)

２）共同利用の方針案について
３）その他


